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　　　    巻　頭　言 

初めての論文

副院長　奥　新　浩　晃

　昭和54年岡山大学を卒業し直ぐに第一内科に入局しました。当時は今のような初期研修制

度はなく、 4、 5年先輩の上級医がほとんどは 1： 1のつきっきりで数か月間しっかりと教

えて下さり、そして「独立会」を迎えます。この先輩・後輩のことを独語でオーベン・ウン

テンと呼び、一生の師弟関係になります。やがて自分もオーベンとなりウンテンの指導に当

たります。これが大学病院での伝統的な研修システムであり、誠に実践的でとても懐かしく

思い出されます。

　20人近くの一緒に入局した同級生が「独立会」までは和気藹々と一緒に過ごしますが、「独

立会」後は秋に赴任する病院がくじ引きで決まり、やがて 1人欠け、 2人欠けとなり心細さ

を覚えながらも、新生活に向かって身が引き締まります。自分は12月 1 日付で姫路赤十字病

院が当たっていましたが、10月に入り重篤な急性肝炎の主治医になりました。急性腎不全を

併発し ICUへの寝泊まりとなりましたが人工透析を施行し救命することが出来ました。原因

が解らないためスタッフの山田剛太郎先生から 1週間毎に血清を冷凍庫にストックするよう

にとの指示がありました。赴任に際してここに入れていますからと報告すると、「おう分かっ

た」と言われ表情が和んだ感じがしてほっとしたことを覚えています。そして実際に12月赴

任直後から白血病や脳出血など重症患者さんが次々と入院し担当となり帰宅は明け方近くが

ほとんどといった状況でした。

　明けて昭和55年 3 月頃突然山田先生から電話がありびっくりしましたが、「IgM型HA抗体

のキットが日本に初めて入ってきて早速君が残していた血清を測ってみると陽性で、A型急

性肝炎の診断がつきこれまでに急性腎不全を合併した報告はないので論文を書いて持ってき

なさい」とのことでした。そこから忙しい毎日を過ごしながらも何とか時間のやり繰りをし、

先生に何度も指導をいただき 1年がかりで昭和56年に学会誌肝臓に「散発性A型肝炎に急性

腎不全を併発した 1症例」を掲載することができました。これが初めての論文ですが、重症

肝炎における注意すべき合併症としてよく引用され今の自分の出発点です。

　自分たちの仕事は常に「患者さんの思い」を込めて検討し、大事なことは後に続く患者さ

んのためにも「形に残す」ことです。医学中央雑誌に登録される「姫路赤十字病院誌」が益々

充実することを心から祈念しています。
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